
海外邦人安全対策連絡協議会（議事要旨） 

 

2026 年 6 月 9 日（火）11:00-11:40 
 

１ 大使館からの報告等 

（総括公使） 

インドネシア国内の経済状況の悪化や中東情勢の影響等による、社会不安や

暴動等の発生リスクについて、年後半にかけて引き続き注意が必要であると考

えている。 

また、１９９８年の暴動や昨年８月に発生した一連の騒乱事案も踏まえ、邦人

の皆様の安全確保を最優先とし、不測の事態に備えた危機管理体制を整えると

ともに、今後も、本協議会を通じて情報共有及び意見交換を進めてまいりたい。 
 
（政務部） 
注意喚起：インドネシアにおける児童買春に関する注意喚起   
本年５月、ＳＮＳ上の投稿を契機として、当地コンパス紙が邦人による児童買

春の関連記事を掲載した。これら邦人によるものと思われる児童買春関係の投

稿は、買春を目的とした短期滞在の邦人旅行者等によるものと思われるが、イン

ドネシアにおける児童買春は、インドネシア捜査当局による取締りの対象とな

るだけではなく、日本国民による国外犯として、児童買春・児童ポルノ禁止法に

より日本国内でも処罰の対象とされる。 
また、インドネシアでは、児童との性交渉は、たとえ同意があったとしても刑

法の強姦罪に問われる可能性がある。 
さらに、本年１月からは、インドネシア刑法（ＫＵＨＰ）及び刑事訴訟法（Ｋ

ＵＨＡＰ）が改正され、対象が児童や未成年だけでなく、成人であっても婚前

（外）性交渉や同棲について禁固刑または罰金の対象となっていることから、イ

ンドネシアに滞在している方や渡航される方は、両国の法令を遵守し、違法行為

を厳に慎むようご注意いただきたい。 
 
（警備班） 
注意喚起：オートバイによるスマートフォンのひったくり事案   
最近、ジャカルタ市内において、観光客や外国人を狙った、オートバイによる

複数犯でのひったくり事件が引き続き多発している。ジャカルタ警視庁は、特別

捜査態勢をとり、ひったくり多発地域でのパトロールを強化しており、これまで

に多数の逮捕者が出ているようであるが、逮捕者から押収した凶器の中には銃

火器も含まれているとのことである。 

特に注意すべきひったくりの手口としては、３人が２台のバイクに分乗し、１

台目が１人でひったくりを実行し、２台目の２人乗りのバイクが１台目の実行

犯を後ろから守る役割をしている場合もあるとのことである。 

抵抗した場合、思わぬ反撃を受ける恐れがあり、凶器等による直接的な暴行被

害だけでなく、バランスを崩しての転倒・ケガにつながることもあることから、

被害に遭った際は、絶対に抵抗せず、ご自身の身体の安全を最優先に考え、落ち



着いて行動していただきたい。 

また、外出時には、携帯電話やバッグなどの貴重品の管理を徹底するとともに、

特に道路沿いや人通りの少ない場所では十分注意いただきたい。 

万が一、被害に遭われた場合には、速やかに警察（日本と同じ１１０番）に通

報するとともに、現場を管轄する警察署に被害届を提出していただきたい。 

以下、当館ホームページでもこれまでに注意喚起情報を発出しているのでご

参照いただきたい。 

〇当館ホームページ：【注意喚起】オートバイによるひったくり事案の増加 
https://www.id.emb-japan.go.jp/itpr_ja/oshirase26_20.html 

 
（医務官） 
感染症情報：エボラ出血熱のインドネシアでの対応   

５月１７日、コンゴ民主共和国及びウガンダにおけるエボラ出血熱の流行が

「国際的に懸念される公衆衛生上の緊急事態」に該当する旨の決定を世界保健

機関（WHO）がしたことを受けて、日本国外務省は、コンゴ民主共和国及びウ

ガンダを対象に感染症危険情報（レベル 1：十分注意してください）を発出し

た。よって、当該地域に訪問する予定のある方は、最新の情報発信・注意喚起

を確認するとともに、感染防止に十分留意していただきたい。 

詳細は、以下をご参照いただきたい。 
〇外務省 HP: https://www.anzen.mofa.go.jp/info/pcwideareaspecificinfo_2026C026.html 

〇米国 CDC: https://www.cdc.gov/ebola/situation-summary/index.html 

なお、インドネシア国内の空港等では、全ての入国者に対し All Indonesia

サイト・アプリにおける「健康状態に関する申告」に基づいた監視を強化して

おり、サーマルスキャナで体温の確認をしている。 

海外へ行かれる方は、渡航先の最新情報の取得に努めていただきたい。 

 
（領事部） 
注意喚起：海外における動画撮影及び投稿  
カメラ・スマートフォン・ドローン等で写真や動画を撮影する際には、撮影

等が禁止されている場所ではないかを事前によく確認していただきたい。 
インドネシアにおいては、軍事基地や軍港等、国の安全保障に係る施設を撮影

して出版等することは法律で禁じられているほか、その他の重要施設について

も施設管理権に基づき撮影を禁止している場合が多いので、トラブルを避ける

ためにも、このような施設を撮影したり、カメラを向けたりしないようご注意い

ただきたい。 
また、宗教上の礼拝風景や、スラム街の貧困状態等の撮影は、相手の感情を害

し、トラブルを引き起こしかねないのでご注意いただきたい。 
詳細は、外務省ホームページをご参照いただきたい。 
〇外務省 HP：https://www.anzen.mofa.go.jp/info/pcwideareaspecificinfo_2026C031.html 

 



（領事部） 
注意喚起：中東情勢   
レバノン情勢に加え、イランとイスラエル間の軍事的緊張が高まるなど、中東

地域の情勢は引き続き予断を許さない状況となっている。 
これらの情勢変化に伴い、今後、インドネシア国内においても治安面や社会情

勢に何らかの影響が生じる可能性があるところ、在留邦人の皆様におかれても、

不測の事態に備え、現地の治安情報や報道等に十分ご留意いただきたい。 
また、インドネシア国内の安全情報のみならず、航空便の運航状況や経由地に

おける規制など、渡航に関連する最新情報についてもご確認いただきたい。 
 

（領事部） 
情報共有：マイナンバーカードのオンライン申請への移行完了   
５月２６日から、国外転出者向けマイナンバーカードの申請が原則としてオ

ンラインでの申請となり、今後は、当館含め在外公館では、原則としてマイナン

バーカードの交付手続きのみ実施することとなった。 
〇申請サイト：https://www.kokugai.kojinbango-card.go.jp/kokugai-mnshinsei-u/ 
なお、申請内容やオンライン申請サイトの操作に関するお問い合わせについ

ては、申請サイトを運用する地方公共団体情報システム機構（J-LIS）が対応し、

当館ではお答えできないので、ご不明な点等については、以下の問い合わせ先ま

で直接お問い合わせいただきたい。 
(1) 問い合わせフォーム：https://www.kojinbango-card.go.jp/contact/inquiry/ 

(2) 電話 

日本国外から発信可能：+81-(0)50-3818-1250（日本時間 8:00-20:00、土日

祝日問わず） 
 
（領事部） 
情報共有：領事・査証手数料の改定   
７月１日申請受付分より、旅券手数料が大幅に引き下げられるところ、同日以

降は、当面、大混雑が予想されるため、ご旅行等の予定がある場合には、早めに

申請されることをお勧めする。 
詳細は、外務省ホームページをご参照いただきたい。 
○外務省 HP https://www.mofa.go.jp/mofaj/ca/pss/pagew_000001_02493.html 

また、査証手数料についても改定される予定であるが、詳細が決定次第、当館

ホームページに掲載予定である。 

 

２ 出席者からのコメント、各社・団体からの報告等 
■メンバー交代の挨拶について 

離任・着任された委員の方計７名から一言ご挨拶をいただいた。 



３ 次回の開催予定等 

次回開催は８月１１日（火）の１１時からオンライン会議を予定。 

※７月１４日（火）の開催に関しては、７月初めに開催要望を伺う予定。 

 

以上 


